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第 回

「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
に
つ
い
て

　 

こ
の
度
、
平
成
27
年
～
平
成
29
年
ま
で
の
三
年

間
の
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
審
議
し
て
頂
く
「
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
学

識
経
験
者
・
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
・
介
護
保
険
事

業
者
・
介
護
保
険
被
保
険
者
の
中
か
ら
、
広
島
県
立

大
学 

金
子 

努 

教
授
ほ
か
、
15
名
の
皆
様
を
委
員
に

委
嘱
し
ま
し
た
。

  

本
市
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
よ
り
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
行
し
て
お
り
、
将
来
に
お
い
て
、
高
齢
者
を

持
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
作
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
ま
す
。

  

高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
、
安
芸
高
田
市
の
福
祉
の
方
向
性
を
導
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
理
念
は
、
高
齢
者
の
健

康
を
維
持
・
増
進
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
計
画
の
実
現
に
向
け
、
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の

機
能
を
充
実
さ
せ
、
介
護
・
予
防
・
医
療
・
生
活
支

援
・
住
宅
支
援
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く

提
供
し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
と
な
っ

て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
、
尊
厳
を

失
う
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
社
会
の

構
築
が
急
務
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、「
市
民

総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
の
理
念
に
基
づ
く
、
自
助
・
互

助
・
共
助
・
公
助
が
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
機
能
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
高

齢
者
福
祉
計
画
の
理
念
を
尊
重
し
、
計
画
に
反
映
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
昨

年
12
月
、「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を

図
る
た
め
の
改
革
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
今
年

6
月
に
は
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」（
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
）

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
2
つ
の
法
律
の
主
な
要

点
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
・
低
所
得
者
の
保
険
料

負
担
の
軽
減
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
要
件
の

厳
格
化（
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
）で
あ
り
ま
す
。

  

ま
た
、
比
較
的
軽
度
の
「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ

た
方
を
対
象
と
し
た
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
）、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
法
人
等
の
指
定
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
加
え
て
地
域
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
多
様

な
団
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
市
の
事
業
に
移
管

さ
れ
ま
す
。
全
国
一
律
で
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
も

利
用
料
金
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設
定
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
反
面
、市
の
責
任
は
重
大
と
な
り
、

介
護
保
険
事
業
を
有
効
に
実
施
す
る
改
革
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
要
支
援
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
対

象
と
す
る
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
身
体
介
護
や
掃
除
洗
濯

等
の
生
活
援
助
）、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
は
、
遅
く
と
も
平
成
29
年
度
か
ら
は
市
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
か
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事

業
の
執
行
体
制
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
が
進
行
す
る
本
市
に
お
い
て
、専
門
性
の
高
い「
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・

企
業
等
の
連
携
を
深
め
、
自
助
・
互
助
を
基
調
と
し

た
多
様
な
生
活
支
援
に
よ
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
安
芸
高
田
市
を
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り

築
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

は
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
す
仕
組
み
を
つ
く
り
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
減
ら
し
、
持
続
可
能
な
介

護
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
大

切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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